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組合に加入して、｢教育基本条例案」「評価・育成システム｣をなくそう！

新教育課程学習会

柔道事故について学ぶ
６月23日(土)13:30～
和泉図書館集会室

（JR和泉府中駅前 フチュール内）

総
務
省
は
６
月
１
日
、
国

家
公
務
員
の
退
職
手
当
の
見

直
し
に
着
手
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
公
務
労
組
連
絡
会
に

対
し
て
、
正
式
に
提
示
し
て

き
ま
し
た
。

総
務
省
の
提
案
は
「
公
務

の
退
職
手
当
支
給
が
民
間
よ

り
も
４
０
２
万
６
千
円
上
回

る
と
し

て
有
識
者

会
議
の

『
中
間
的
な
議
論
の
整
理
』

を
全
面
的
に
肯
定
し
た
う
え

で
、
来
年
３
月
の
退
職
者
か

ら
た
だ
ち
に
手
当
を
引
き
下

げ
る
」
と
す
る
も
の
で
す
。

そ
も
そ
も
退
職
手
当
の
大

幅
引
き
下
げ
は
、
民
主
党
の

「
公
務
員
総
人
件
費
２
割
削

減
」
の
一
環
で
あ
り
、
消
費

税
増
税
の
道
を
突
き
進
む
た

め
の
「
露
払
い
」
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
た
も
の
で

す
。
消
費
税
増
税
を
強
行
す

る
た
め
に
公
務
員
の
「
身
を

切
る
改
革
」
を
国
民
に
見
せ

る
ね
ら
い
を
持
っ
た
も
の
で

す
。

引
き
下
げ
額
と
さ
れ
る

４
０
２
・
６
万
円
は
、
退

職
時
の
月
例
給
の
約
10
ヶ

月
分
、
現
在
の
退
職
手
当

の
14
・
９
％
に
相
当
し
ま

す
。
今
回
の
提
案
は
断
じ

て
許
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

内
閣
府
の
有
識
者

会
議
の
「
中
間
的
な
議
論

の
整
理
」
に
お
い
て
さ
え
、

「
退
職
手
当
」
の
大
幅
削

減
に
よ
る
激
変
に
つ
い
て

慎
重
で
あ
る
べ
き
だ
と
述

べ
て
い
ま
す
。
（
上
掲
の

記
事
参
照
）

金
額
の
大
き
さ
か
ら
も

間
も
な
く
退
職
の
時
期
を

迎
え
る
ベ
テ
ラ
ン
に
と
っ

て
は
、
突
然
の
想
定
外
の
提

案
で
あ
り
老
後
の
生
活
に
大

打
撃
を
与
え
退
職
後
の
生
活

設
計
の
見
直
し
が
迫
ら
れ
ま

す
。
中
堅
・
若
年
層
の
職
員

に
は
将
来
の
不
安
を
さ
ら
に

大
き
く
し
働
き
が
い
や
仕
事

へ
の
意
欲
を
失
わ
せ
る
も
の

と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
立
て
直
し
が
迫
ら

れ
て
い
る
財
政
と
日
本
経
済

に
と
っ
て
も
「
退
職
手
当
」

の
削
減
は
悪
影
響
を
与
え
る

も
の
で
す
。
「
退
職
手
当
」

の
大
幅
削
減
は
よ
り
一
層
の

内
需
の
低
下
・
国
民
の
購
買

力
の
低
下
を
も
た
ら
し
、
景

気
と
財
政
を
結
局
の
と
こ
ろ

さ
ら
に
悪
化
さ
せ
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。

大
教
組
は
、
「
退
職
手
当

の
大
幅
削
減
の
撤
回
を
求
め

る
職
場
決
議
」
を
提
起
し
て

い
ま
す
。
教
職
員
み
ん
な
の

声
を
こ
の
決
議
に
結
集
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

今回、総務省が国家公務員の退職手当の見直しの根拠

とした内閣府・有識者会議の「中間的な議論の整理」では、

「退職手当」について次のように述べています。

「退職手当は、長期の勤続に対するものであり、退職

後の生活保障の性格もあることから、基本的に制度の安

定性が求められ、また、退職間近の職員は、既に現行水

準による退職手当を見込んだ生活設計を行っていると考

えられるとともに、引き下げを一時に行った場合には、

将来も急激な変化が突然起こりかねないとの不安から、

中堅・若年層の職員の士気にも影響し得る。」

この有識者会議の報告を素直に読めば、民間との較差だけ

を理由として、４００万円を超える「退職手当」の引き下げ

などできないはずです。


